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                     東京大学 小宮山宏 
総合的意見 
知識の構造化を行い、ＩＴにより実装・可視化する必要があ

る．それによって、 
1)研究・技術・予算措置等の位置付け 2) 戦略の実装 3) 分業の
再機能化 4) 合意形成などのための知識基盤となる。 
 
 社会的全体像ビジョンとしての戦略を策定すべき・・図１、図

２。その際、廃棄物・未利用資源等の現状バイオマス想定シナリ

オと、組換え種シナリオを並行して研究開発する。国内と海外を

視野に入れる必要がある。 
 
 これらは、極めて優れたチームに、十分な資源を提供すること

で、始めて実現可能となる。 
 
説明 
１． 知識の構造化 
 「知識の細分化と対象の複雑化」の中で「全体像が見えない」 
 ネットワーク型統合知識基盤（視点に応じた像、シミュレーショ

ン機能、可視化機能、常に更新する機能、データベース、知識

ベース、法・規制、国際情勢） 
 情報ヘッドコーター（途上国型→先進国型への戦略構築システム

の進歩）・・図１ 
 ビジョンと実装、要素の位置付け 
 
２． バイオマス 
システム思考が欠落している！ 
それがないと・・何でも必要となってきりがない 
      ・・大切なものが欠落する 
        ・・結局、戦略になどならない 
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多様な視点（資源総量：１億トン～５千万 t～百万ｔ、収集シ
ステム、転換プロセス・・要素プロセス、利用システム、

規模の効果、対象地域、対象時間等）  
 バイオマスリファイナリー（農薬、機能材、エネルギー）    ・・
図３ 

 新転換技術（高活性酵素、プロセス技術、組換え技術（高成

長速度、高固定効率、特定たんぱく質、海洋利

用、耐乾、耐寒）） 
収集インフラ・利用技術 
集中か分散か（規模の効果・・図４，５） 
  直接・・発酵・・ガス化・・発電・・コジェネ・・素材・・
機能材 ⇒ＰＡ 
世界・・日本・・地域・・個 
２１００・・２０５０・・２０１０・・２００３ 
国・・自治体・・企業・・ＮＰＯ・・家庭 
一廃・・建廃・・農林・・ハイブリッドシステム（ブラジル

エタノール等） 
京都プロトコル対応（国内、CDM、JI） 
  
 具体的方策 
１． 戦略の策定（国家､世界目標と個別研究との関連） 
２． 情報ヘッドコーターの創設（経済財政諮問会議「循環

型経済社会に関する専門調査会中間報告書」） 
３． 知識の構造化研究の推進（要素研究と社会要求、パブ

リックアクセプタンス） 
４． 社会的実験（「特区」設計、実験、解析、社会設計） 

 
３． バイオ 
 具体的方策 
知識の構造化研究の推進 
遠景・・・・近景・・・・拡大像 （図６） 
システム（サブシステム（サブサブシステム）、サブシステム、

サブシステム（サブサブシステム（サブサブサブシステム）））

（図１と図６） 
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図１ 循環型社会の全体像の例（循環型社会に関する専門調査会中

間報告より） 
図２ ＢＴ・ＮＴ・ＩＴ利用社会の全体像の例（動け！日本６．２

５報告会より） 
図３ バイオマス利用全体像の例（バイオマスリファイナリー、迫

田） 
図４ 発電規模と発電効率の相関（ＮＥＤＯ調査報告、エネルギー

学会） 
図５ 発電規模と発電コストの相関（循環型社会に関する専門調査

会中間報告より） 
図６ 健康とバイオ研究を相関する知識の構造化の例（からだの科

学、西村肇） 
 



小拠点

分別技術
回収技術
処理技術

図１　グリーン経済・社会システムの確立
１０年で、高度循環型経済社会を実現。環境劣化による潜在的GDPの掘り起し。

小拠点
（環境キオスク等）

◆マテリアルリサイクル◆マテリアルリサイクル
　元素連関表に基づく管理　元素連関表に基づく管理
◆サーマルリサイクル◆サーマルリサイクル
　バイオマス・プラスチック発電／等　バイオマス・プラスチック発電／等

静脈システム

動脈システム

リユース

ものづくり（製造業）

製品・製造工程の
　・循環可能化
　・低環境負荷化
　・省エネ化
　・省資源化

中拠点
（公共施設）

中拠点
（鉄道駅）

中拠点
（ターミナル）

大拠点
（港湾）

レンズ付フィルム等

日々のくらし（家庭・オフィス)

環境情報
ヘッドクォータ

マテリアルフロー
インフラの整備

　・小中大規模拠点

　・生活圏エコカー化

　・鉄道河川輸送

潜在的GDP掘り起し
（環境ニーズ対応）の
ための知識構造化、
データ共有化
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自己の健康状態をモニタリング・正確に把握し、生活習慣を改善。　→　重度疾病予防　→　健康寿命延伸

研究機関（データセンター）

健康情報
データベース

症例
データベース

情報連携

検査
センター検体送付 検査結果

Ø 血液・生化学検査

自動送受信
（健康情報／アドバイス）

Ø 食習慣情報
Ø 運動情報
Ø バイタルサイン
Ø 感覚器／ 運動器情報

生活者（在宅）

予防 健診／検診 介護（在宅）治療（入院）

疾病予防/コントロールに特化した新産業の創生

解析用
データベース

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

＜波及効果＞
Ø 適切な資源分配：健康⇔不健康の境界域にある国民を病院（公的費用）から予防（自費）にシフト
Ø 複数の産業分野創出：新サービス創出と連動したIT／医工学分野を中心とする産業創出
Ø 雇用創出：個々人の健康状態を適切に把握し、健康状態を維持するための適切なアドバイスをする専門職“ヘルスケアアドバイザー”

治療（外来）

<免疫分析>
診断・分析チップ

<スクリーニング>
放射線・薬物感受性
チェックチップ

<人工臓器>
解毒処理プロセス

図２　生活者メディシンの実現（在宅、職場などで、高度予防医療）
３年以内に、２０の診療サービスを実現（主に“医療特区”の希望者を対象）

各種IT

ソフトウェア技術（データベース、データマイニング）

ナノ、バイオ、マテリアル

モニタリングデバイス

健康寿命の延伸

個
体
の
機
能

年　齢

就労・自活期間

就労・自活期間の延長

ヘルスケアと医療の進歩に
　　　　　よる個体機能の向上
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森林業

食品加工業農業

工業原料に
・フルフラール類
・糖類
・炭化物
・セルロース類
・リグニン 、他

現状
石油化学製品機能代替品
・発泡スチロール代替品
・合成洗剤代替品
・PET代替品
・合成接着剤代替品、他

木材加工業

地域社会

未利用バイオマス
・間伐材
・もみがら
・稲わら
・食品加工残さ
・廃材、他

石油化学製品

使い捨ての
石油化学製品廃

棄

移入

図３　現状と
「バイオマスを物質資源とする自律持続社会」の比較

バイオマスを物質資源とする自律持続社会

新しい化学工業
地域に産業と雇用の創生

工業材料に
・フラン樹脂
・ポリエステル
・ポリ乳酸
・ポリオレフィン、他

地域物質循環

バイオマス
エネルギー

地域ｴﾈﾙｷﾞｰ
補給
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規模と発電効率の関係
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体重の自動調節機構の遠景
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図６－２　遠景と対応する体重決定機構



肥満制御ループの近景（一本の線）
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